
はじめまして、今年5月からWAFCAのタイ事務所（WAFCAT）で働いているシリラット・クンタイです。

ニックネームはルンです。バンコクから北西に車で２時間のペチャブリー県の出身です。約13年前にバン

コクのランシット大学スポーツ医療学部を奨学金で卒業し、理学療法士の資格を取得しました。卒業後

は、ミャンマーとタイの国境にある難民キャンプで長く活動するHI（Handicap International）というNGO

で12年間、難民キャンプの障がいのある子どもたちの支援活動を行ってきました。昨年、家族が住むバン

コクエリアに戻ることを決意し、仕事を探していました。そのときWAFCATの車いすサービス事業のこと

を知り、とても興味を持ったので職員募集に応募しました。私は色々な場所に旅をして、そ

こに住む人々に会い、彼らの生活文化を知ることが好きです。日本にも一度行ったことがあ

ります。日本食がおいしくて、街中のユニバーサル・デザインに感動したのを覚えていま

す。また日本へ行くチャンスがあったら、車いすのフィッティング技術だけでなく、その

他の移動補助具の様々な技術を見学し、いつか習得してみたいと思っています。 
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理学療法士の資格を持ち、10年以上の難民キャンプでの車

いす提供の現場経験を持つルンさんは、WAFCATの即戦力

としてバリバリ働いてくれています。タイで９月に立ち上

げる車いすサービスショップの運営も担当しています。 
 

2020年１月29日○水  午前便 ～ ２月３日○月  早朝セントレア空港着（予定） 

バンコク＆東北スリン県を旅して、ルンさんと一緒に車いすの 

フィッティングや修理ボランティアをしませんか？ 

̞ツアー参加者の募集は９月頃を予定しています。詳細は事務局まで。 

 

名前  アルフィアン・トリ・ウィドド 

愛称  フィアン 

年齢  14歳 
 

フィアンくんは現在、ジャカルタの隣の町ブカシにある中学校

に通っています。下肢に障がいがあり、自分で移動することが

できないので、彼の両親はこれまで彼を抱きかかえて家や学校

の中の移動をサポートしていました。今年の７月にWAFCAIか

らフィアンくんに最適な車いすを支援しました。今は出来るだ

け車いすを使って自分で移動するようにしています。フィアン

くんはとても勉強熱心で、昨年はクラスでナンバー２の成績で

した！「学校の先生たちやお友達、家族にはとても感謝をして

います。これからもちゃんと学校に通って、一生懸命勉強を続

けます」と力強く語ってくれたフィアン君をこれからも見守っ

ていきたいと思います。 

（WAFCA事務局次長・関谷司） 
 

６月23日から12日間、タイとインドネシアの活動現場を見学してき

ました。タイは10年ぶり、インドネシアは初めての訪問です。今

回、現地を訪ねてわかったことはWAFCAT、WAFCAIともスタッフ

の皆さんが「一人一人の障がい者に寄り添う」活動に対し、熱意を

持って実践されていたこと、また、両国ともデンソーグループをは

じめとする企業、団体の皆様が親身になって支えてくださっている

ことでした。本当にありがたく感じると共に今後、日本のWAFCAは

現地の期待に沿える後方支援をしっかり考えていかねばとの思いを

新たにしました。 

20年前にタイからスタートした活動ですが、タイやインドネシアで

現場活動に携わってくれた皆さんが様々な試行錯誤を経て、¬大切な

ことは一人一人に寄り添うことºと現在の方向へ活動の舵を切ったこ

とは今後の強みになっていくと思いました。今回、¬次の10年に向

けた飛躍のヒントを掴めればºとの思いを携えて現地へ出かけまし

た。実際に障がい児たちに会ってみると、それぞれの「明日への

扉」が開きかけていることがわかりました。寄り添っていくことは

時間がかかり、支援できる子どもたちの

数にも限りがあります。しかし、この意

味(意義)のある遠回りの道を歩んでいけ

ば、きっと10年後には成長した子どもた

ちや会員はじめ多くの皆さんと一緒に心

から喜び合える日が来る。そんなことを

感じた12日間でした。 

͇ ͇  



2019年度教育支援基金で支援する74名の子どもたちの紹介とWish List（支援内容）ができあがりました！ 

WAFCAのウェブサイトからぜひチェックしてみてください。（URL：www.wafca.jp/donation/index.html#wc_anc00002） 

中国・雲南省の子どもたちのリストは10月に公開予定です。 

 

(株)デンソー社会貢献推進室主催ボッチャ交流会の

中でWAFCAチームとして出場してくれる参加者、

当日の運営サポートしてくれるボランティアさん

を募集しています！ 

なんと、この大会には、ボッチャ日本代表 加藤啓

太さんも来場されます。ボッチャの世界レベルに

触れながら障がいのある子どもたちと一緒にボッ

チャを楽しみましょう！ 
 

日時   8月25日 ○日  9:30 -  12:00 

場所   デンソーアイリス天王町体育館 

 

WAFCAが活動を行うタイ・インドネシ

ア・中国からのゲストが来日した際、空

港やホテル、WAFCAオフィスや訪問先へ

の移動をサポートしてくださるボラン

ティアさんを募集しています！ 

自分の車で送り迎えしてもいいよ、空港

でのお出迎え・お見送りはできるよ、と

いう方、ぜひ事務局までご連絡くださ

い。 

突然ですが、皆さんのご家庭に眠っている羽毛ふとんありませんか？羽毛は再利用することができる資源

です。不要になった羽毛を焼却せずに再利用することで、環境負荷を減らすことができます。そして、皆

さまから集められた羽毛ふんは三重県にある羽毛素材メーカーの河田フェザー(株)を通して、買い取って

いただくことができます。羽毛ふとんのリサイクルを通して集まったお金は、WAFCAの車いすサービス

提供プロジェクトに活用する予定です。 

環境に優しいアクションが、アジアの障がい児の未来にも繋がる、羽毛ふとん回収活動へのご参加、ご家

族・お友達へのお声がけよろしくお願いします！ 

ロシャー・ナビラ・ヌル・ファティア 

(ロシャー) 

16歳 / 高校2年生 

[支援内容] 

・授業料、課外授業費用 

・制服・学用品購入費用 

ロシャーちゃんは事故のために脊髄損傷となりました。家族や

友人の支援を受け、彼女はリハビリを一生懸命がんばりまし

た。そしてその後、彼女は勉強を続け、現在はデポックの高校

に通っています。何事も諦めないで努力し続けようと思ってい

ます。 

ポーンウィパー・プアンパイワン 

(パイ) 

15歳 / 中学2年生 

[支援内容] 

・交通費  

パイちゃんは両親と弟の４人家族です。学校で２階に上がると

きは階段に腰掛けながら自力で昇り降りしています。お父さん

は学校のゴム農園で、お母さんは食堂で働いているので、毎日

お父さんのバイクで通学しています。バイクのガソリン代とし

て奨学金が必要です。 

【買取りできないもの】 

・濡れているもの 

・綿ふとん、ポリエステル製のふとん 

・フェザーふとん（羽根ふとん） 

・ダウンの割合が50％未満のもの 

・彩色された羽毛の混入が確認できた場合 

 (彩色は検収時に業者により確認） 

【買取り可能な羽毛ふとん】 

・ダウンの割合が50％以上 

 (製品に付帯する品表で確認できます） 

・穴があいている 

 (羽毛が吹き出さないようにしてください） 

・汚れている 

 (カバーなどの汚れは大丈夫です） 

回収方法：お手数ですが、WAFCA事務所へのお持ち込みお願いします！ 

旧アドレス：zc8wafca@denso.co.jp 

新アドレス：wafca@jp.denso.com 
 

ご連絡いただく際はお間違えのないよう、 

ご確認お願い致します。 

現在WAFCAでは新しい仲間を募集しています。 

今年で創立20周年を迎え、さらに支援の輪を広げていく

ため、ぜひ私たちの活動の新しい力になってください。 

ご応募お待ちしております！ 
 

  


